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平 成２８年９月 定 例 会

一 般 質 問 通 告 書 一 覧 （ ９月２８日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 鹿苑の整備と活用について 知 事

鹿苑を、これから進められる整備に併せて、シカと人と

の共生をめぐる展示の充実だけでなく、奈良公園の総合的

な自然環境や、近接する春日山原始林についても学べる新

（７番） たな拠点としてはどうかと考えるが、知事の考えを伺いた

中川 崇 い。

(日本維新の

会) ２ 奈良大立山まつりについて 観 光 局 長

（１）「奈良大立山まつり」の開催目的は何か。

（２）昨年度開催の「奈良大立山まつり」の経済効果はいくら

だったのか。

（３）来年開催の「奈良大立山まつり」では、昨年度の四天王

像や装飾物をそのまま用いるのか。

（４）無病息災を祈るというコンセプトは、昨年度から変わら

ないのか。

（５）昨年度開催の「奈良大立山まつり」に寄せられた様々な

意見について、どのように分析しているのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（７番） ３ 国民文化祭及び全国障害者芸術・文化祭について 地域振興部長

中川 崇

(日本維新の 先日開催された１年前プレイベントは、事前の準備・調

会) 整などに課題があるのではないかと感じた点があったが、

県では、来年の本番を成功させるために、組織体制も含

め、事務執行のあり方や大会の準備をどのように考えてい

るのか。

４ 私立学校教育経常費補助金について 地域振興部長

私立学校教育経常費補助金について、国の基準額と実際

の補助額との間に数字の乖離があるが、県では実際にどの

ように算定し、補助しているのか。

１ 斑鳩・信貴山周辺地域の観光振興について 知 事

地域の人々により保全活動が進められている「信貴山城

址」周辺には、宿泊施設等も充実しており、信貴山地域の

魅力を高めることによって、県の滞在型観光の推進に大き

（２１番） く寄与するものと考えるが、知事の所見を伺いたい。

上田 悟

(自由民主党) ２ 西和医療センターの現状と今後について 知 事

西和医療センターは、西和地域の住民にとっては非常に

重要な病院であると同時に、住民の大きな期待を担ってい

る病院であると考えるが、今後、西和医療センターをどの

ような病院にしていこうと考えているのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２１番） ３ 大和川流域・富雄川の治水対策について 県土マネジメント

上田 悟 部 長

(自由民主党) 富雄川高安水位観測局の水位が急激に上昇することにつ

いて、原因が分かっているなら、その原因と対策について

伺いたい。また、現在、原因が特定できないのなら、原因

の究明に向けてどのように対応されるのか伺いたい。

１ 企業誘致について 知 事

県内での経済の活性化と多様な雇用の場を創出するた

め、これまでのような工場を中心とした誘致活動のみなら

ず、企業の本社機能などの誘致を展開するべきと考える

（２３番） が、県では今後、どのような誘致活動を展開していくの

安井 宏一 か。

(自由民主党)

２ 児童虐待防止対策について 知 事

児童虐待の対応件数が全国的に増加している中、児童虐

待に対してこれまでどのように取り組んできたのか。ま

た、今回の児童福祉法の改正を踏まえ、児童相談所の体制

強化など、今後どのように取り組んでいくのか。

３ 「総合医」の養成・確保の取り組みについて 知 事

県では、幅広い診断能力や介護に係る知識を持つ総合医

の養成・確保についてどのように進めようとしているの

か。

４ 県域水道における将来的な広域化のあり方について 地域振興部長

県営水道と市町村水道の統合を視野に入れた県域水道の

あるべき姿の検討について、その目的と進め方を伺いた

い。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（２３番） ５ 「奈良県植栽計画」の推進について 景観・環境局長

安井 宏一

(自由民主党) 植栽計画の策定から２年あまりが経過したが、植栽計画

のこれまでの進捗状況はどうか。また、今後、どのように

進めていくのか。

６ 生駒市内の竜田川の河川改修について 県土マネジメント

部 長

浸水常襲地域である南生駒駅前では、特に早期の対策が

求められているが、浸水が起こっている地域の被害を防止す

るために、どのように対応していくのか、伺いたい。

１ 奈良県版小規模企業振興条例の制定について 知 事

小規模事業者への支援を強化するためにも、一日も早

く、奈良県版の小規模企業振興条例制定の実現を望むが、

条例に盛り込もうとしている支援の基本方針についての考

（３１番） え方、また作業の進捗状況について伺いたい。

和田 恵治

(創生奈良) ２ 奈良県産小麦を活用した三輪そうめんの開発に対する県の 知 事

支援について

奈良県産小麦を活用した三輪そうめんの開発に向けた農

商工の業界の動きに対して、県が一体となって積極的に支

援する必要があると考えるが、今後、県としてどのような

支援をされようとしているのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３１番） ３ 相模原障害者施設殺傷事件を踏まえた県民の障害者理解の 知 事

和田 恵治 促進等について

(創生奈良)

（１）「奈良県障害のある人もない人もともに暮らしやすい社

会づくり条例」を制定した県として、容疑者が障害者への

侮辱的な言動を繰り返していたことや容疑者の措置入院歴

が報じられたことを重く受け止めて、今回の事件により精

神障害者に対する差別・偏見が助長されないような取組も

含め、障害や障害者に対する理解促進の取組が必要と考え

るがいかがか。この事件に対する知事の所感とあわせて伺

いたい。

（２）容疑者は在職中入所者に対し、虐待をしていたと報じら

れており、また、障害福祉施設等で施設職員による虐待事

件が発生している報道にもたびたび接する。一方で、福祉

施設等での慢性的な人材不足についても報道されている。

こうした中、今後、このような事件の再発を防止するた

めには、施設職員による虐待の未然防止が重要であり、職

員の資質向上及び労働環境の改善が必要と考えるが、それ

に向け、県はどのような取組をされているのか。

４ 主権者教育について 教 育 長

県教育委員会は、将来の日本を担う若者が、主権者とし

て必要な資質を身に付けられるよう、学校での主権者教育

はどうあるべきと考えているのか。また、主権者教育を推

進するため、今後、学校現場でどのように取り組んでいく

のか。


